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「
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
の
ー
」

「
l
l
l
ー
財
政
状
況
は
l
l
」

▽
　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
の
財
政
状
況
を
み
な
さ
ま
か
ら
良
く
理
解
し
て
い
△

▽
た
だ
く
た
め
、
毎
年
二
回
そ
の
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
p
△

▽
　
今
回
は
、
昭
和
四
七
年
度
決
算
見
込
と
、
昭
和
四
八
年
九
月
末
現
在
の
財
政
△

▽
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

（性質別）昭和47年度決算見込の状況1，

歳　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　出

区　　　　分 金　　額1構成比 区　　　　分　　1金　　額 構成比

1・分担金及び負担金
2．使用料及び手数料

3．国庫支出金
4．財　産　収　入
5．諸　　収　　入
6．組　　合　　債

　　計

　　　i335，601・冊　　82．31％

2，535i　O・62
19，950i　4．89
　46　1　　0．01
　883　1　　0．22
48，700 　11．95

407，715 1000〕i

　　　　　　1　＿＿卜
i
　l．人　　件　　費　　216，070珊
i∠．物　　　件　　　費1　49，857

13．維持補　修　費1　　429
14・補　助　費　等i　4，784
i5．普通建設事業費・100，719
16．公　　債　　　費i　　439
17．積　　　立　　　金1　28，000

18．投資及び出資金1　　836

　　　　　　i計　　　　t401，154

53．86％
12．43

0．11
1．19
25．11

0．11
6．98
0．21

100．00

（48．4．1～9．30）昭和48年度予算の執行状況2，

3
．

財
産
の
状
況

　
　
　
（
4
8
年
3
月
末
現
在
）

歳 　　　　1入

d
歳　　　　　　　　　出

区　　　　分 予算額 収入済額i 区　　　　分 予算額1
卜

支出済額

昭すみ　杢八
和るな

駐妻況
年にか1・分担金及び負担金

2．使用料及び手数料

3．国庫支　出金
4．財　産　収　入
5．寄　　付　　金
6．繰　　越　　金
7．諸　　収　　入
8．組　　合　　債
9．県　支　出　金

　　計

　　『　一
458，495・冊

　2，000
　7，100
　　57了
　　　1
　3，000
　　864
　12，400
　1，000

485，437

187，204冊
1，366　1

6，581

195．9451

　I

　l761
　1
718i

　i

1・議　　会　　費
2．総　　務　　費
（1）・一般管理費
（2）消防施設費
（3）退職手当積立金

3．公　　債　　費
4・予　　備　　費

　　計

　219・冊
444，959

38L519
53，990

9，450

4，216
36，043

485，437

　26柵
161，183
154，147

7，036

　789

161，998

費顎は
　末てく
　現い理　1
　在ま解　　・
のすし　1

　財　。て　　・
政い　1

△△△△　　　i＿，一

　　④
　ロイ機
　化消械
　学防類
　消ポ．
　防ン
　車ブ
　　自

　動
（　車次
頁
　
一
へ
　
山
続 一ハ
く台台
）

①　建　　物 ②ホース乾燥塔

名　　　　称 所在地 構　　　　　　　　造 延　面　積 構　　　　造「

頸北消防署
頸南　　〃
東頸　　〃
名立分遣所
松代　　〃

柿　崎　町
妙高高原町

安塚町
名　立　町
松　代　町

鉄骨A：LC板造二階建

　　　〃
　　　〃
鉄骨コンクリートブロツク造平屋建
鉄骨コンクリートブロツク造二階建

416．84卿2

　〃
　〃

　189
191．25

鉄骨造4脚　16勉

　　〃
　　〃
　　〃
　　〃

③中継局 名　　　　称 構　　　　　　　　造 所　　在　　地

G式屋外収容箱

　（G－2A型）

特殊鋼板造基礎鉄筋コンクリート3米

　　　　　　パンザマスト2本
安塚町大字円平坊753

③中継局

④
機
械
類
・

　
イ
消
防
ポ
ン
ブ
自
動
車
　
一
六
台

　
ロ
化
学
消
防
車
　
　
　
　
　
一
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



　
ハ
屈
折
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動

　
　
車
　
　
　
　
　
　
　
　
一
台

　
二
防
災
工
作
車
　
　
　
　
　
一
台

　
ホ
救
急
自
動
車
（
日
赤
分
五
台
除
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
台

　
へ
小
型
動
力
ポ
ン
プ
　
　
　
九
台

　
ト
指
令
車
　
　
　
　
　
　
八
台

　
チ
消
防
無
線
　
　
　
基
地
局
一
一
局

　
　
移
動
局
二
九
局

⑤
有
価
証
券

　
電
信
電
話
債
券
（
割
引
債
）

　
　
　
　
　
　
一
七
〇
万
円
（
額
面
）

4
．
地
方
債
の
現
在
高

　
　
　
　
　
　
（
4
8
年
3
月
末
現
在
）

①
消
防
施
設
整
備
事
業
債

　
　
　
　
　
　
　
四
八
、
七
〇
〇
千
円

　
内
訳
　
イ
郵
政
省
借
入
額

　
　
　
　
　
　
　
二
五
、
七
〇
〇
千
円

　
　
　
　
ロ
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連

　
　
　
　
　
合
会
借
入
額

　
　
　
　
　
　
　
二
三
、
○
O
O
千
円

5
．
一
時
借
入
金
の
現
在
高

　
　
　
　
　
　
（
4
8
年
3
月
末
現
在
）
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サ
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“
冬
期
の
交
通
事
故
防
止
斡

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

§
φ
φ
毒
零
§
◆
◆
馨
◆
φ

　
町
に
、
ま
た
ま
た
冬
将
軍
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
冬
期
に
お
け
る
交
通
事
故

は
積
雪
、
凍
結
に
よ
る
道
路
条
件
の
変

化
に
お
い
て
発
生
し
特
に
飲
酒
す
る
機

会
の
多
い
こ
と
か
ら
酒
を
飲
ん
で
の
事

故
も
多
く
な
り
ま
す
。

　
家
庭
や
職
場
等
に
お
い
て
、
次
の
こ

と
を
徹
底
し
事
故
の
な
い
よ
う
に
い
た

し
ま
し
よ
う
◎

◎
ス
リ
ツ
プ
事
故
の
防
止

L
　
車
輔
に
は
必
ず
ス
ベ
リ
止
め
性
能

　
が
あ
る
雪
道
用
タ
イ
ヤ
を
取
り
つ
け

　
る
こ
と
◎

乞
　
チ
エ
ー
ン
着
装
。

よ
　
適
切
な
車
間
距
離
を
保
持
し
安
全

　
速
度
を
励
行
す
る
。

◎
飲
酒
運
転
事
故
防
止

L
　
運
転
者
を
と
り
ま
く
環
境
面
か
ら

　
も
飲
酒
の
機
会
を
締
め
出
す
こ
と
を

　
事
業
所
・
飲
酒
店
の
皆
様
に
ご
協
力

　
を
願
い
ま
す
。

涯
ぎ
防
犯
は
み
ん
な
の
注
意
と
協
力
で

％

｝
　
年
末
に
は
人
や
車
の
出
入
り
、

得
お
金
の
動
き
が
は
げ
し
く
な
り
、

、

ひ
家
庭
で
も
職
場
で
も
外
出
先
で
も

ノ犯
党
脇
狙
恥
聾
“
歴
性
部
輔
鴻
庚

防
ぞ
い
ま
す
・
あ
わ
た
だ
し
い
中

末
に
も
冷
静
さ
を
保
ち
被
害
に
か
か

年
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
よ
う

　
　
0
ご
家
庭
の
み
な
さ
ん
に

・
戸
締
り
と
隣
近
所
の
頼
み
あ
い
。

　
外
出
前
や
夜
寝
る
前
に
は
必
ず
家
中

　
全
部
に
カ
ギ
が
か
か
っ
て
い
る
か
ど

　
う
か
を
確
か
め
て
下
さ
い
。
ま
た
外

　
出
の
際
に
は
隣
近
所
に
一
声
か
け
て

　
留
守
を
頼
み
お
た
が
い
に
協
力
し
あ

　
い
ま
し
よ
う
◎

・
二
重
錠
と
防
犯
ベ
ル

　
錠
は
一
つ
だ
け
で
な
く
家
庭
締
な
ど

　
の
補
助
錠
を
用
い
て
二
重
錠
に
す
る

　
事
で
す
。
特
に
勝
手
口
や
窓
な
ど
ド

　
ロ
ボ
ー
の
入
り
そ
う
な
場
所
は
二
重

　
に
し
て
お
き
ま
し
よ
う
。
更
に
防
犯

　
ベ
ル
を
備
え
れ
ば
一
番
安
心
で
す
。

②
金
融
機
関
、
商
社
、
事
務
所
の

　
　
　
　
み
な
ざ
ん
に

　
毎
年
、
年
末
に
な
る
と
金
融
機
関
や

　
店
舗
、
事
務
所
な
ど
の
盗
難
事
件
が

　
多
く
発
生
し
ま
す
。

。
戸
締
り
は
階
下
だ
け
で
な
く
二
階
に

　
も

　
屋
根
づ
た
い
、
ハ
シ
ゴ
を
利
用
し
て

2。

　
家
庭
・
職
場
に
お
い
て
も
、
い
か

　
に
酒
の
好
き
な
人
で
あ
っ
て
も
車
を

　
運
転
す
る
人
に
は
絶
対
に
酒
を
す
す

　
め
な
い
で
下
さ
い
。

◎
通
学
路
で
の
事
故
防
止

L
　
こ
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

　
運
転
老
は
必
ず
ス
ピ
ー
ド
を
ゆ
る
め

　
安
全
運
転
を
願
い
ま
す
。

乞
　
大
人
は
危
険
な
、
こ
ど
も
を
見
か

　
け
た
ら
．
一
声
注
意
を
願
い
ま
す
。

・
歩
行
者
は
道
路
の
両
側
へ
よ
け
る
の

　
は
や
め
ま
し
よ
う
。

。
車
が
来
た
ら
、
道
路
か
ら
は
な
れ
た

　
安
全
な
と
こ
ろ
に
早
め
に
よ
け
ま
し

　
よ
う
o

・
運
転
者
は
人
が
い
た
ら
遠
慮
な
く
、

　
ク
ラ
ク
シ
ヨ
ン
で
知
ら
せ
ま
し
ょ
う

②

　
二
階
や
三
階
か
ら
侵
入
す
る
こ
と
も

　
あ
り
ま
す
。
一
階
だ
け
で
な
く
二
階

　
以
上
の
窓
な
ど
に
も
錠
を
か
け
る
よ

　
う
に
し
ま
し
よ
う
。

。
宿
直
員
の
増
強

　
宿
直
員
、
警
備
員
を
ふ
や
し
夜
間
の

　
見
廻
り
を
十
分
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
泊
っ
て
い
る
」
だ
け
で
な
く
勤
務

　
や
巡
回
の
方
法
を
検
討
し
ス
キ
を
つ

　
く
ら
な
い
こ
と
で
す
。

。
防
犯
ベ
ル
の
設
置

　
戸
を
あ
け
た
り
、
金
庫
に
さ
わ
っ
た

　
り
し
た
ら
警
報
が
鳴
る
非
常
通
報
ベ

　
ル
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
が
悪
質
手

　
段
に
対
す
る
最
も
効
果
的
な
防
犯
方

　
法
で
す
。

0
自
動
車
の
盗
難
防
止

。
自
動
車
は
車
庫
に
入
れ
、
車
に
も
車

　
庫
に
も
錠
を
か
け
ま
し
よ
う
。

。
駐
車
す
る
時
は
貴
重
品
は
車
内
に
お

　
か
ず
ド
ア
に
カ
ギ
を
か
け
ま
し
よ
う

④
外
出
先
で
の
注
意

　
ー
ス
リ
や
ひ
っ
た
く
り
に
は
ー

。
差
し
あ
た
り
必
要
で
な
い
金
は
持
ち

　
歩
か
な
い
。

　
混
雑
し
て
い
る
場
所
で
は
、
か
っ
こ

　
う
な
ど
気
に
せ
ず
、
持
物
は
胸
の
あ

　
た
り
に
抱
く
よ
う
に
し
て
、
し
っ
か

　
り
持
ち
ま
し
よ
う
。

。
混
雑
し
た
中
で
は
ス
リ
が
ね
ら
っ
て

　
い
る
。

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

・年末新生活運動強調事項，．．．．

　◎町内の年賀状は自粛いたしましよう。

　◎たすけあい運動に協力しましよう。

　◎火の元や、盗難に十分注意しましよう。

　色出稼された方に郷里の便りを出しましよう

　◎門口に家族の標札を出しておきましよう。

　◎節約して貯蓄いたしましよう。

　◎歳暮など、形式的な贈答はやめましよう。

………良い事はみんなで協力実行致しましよう
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｛＾一い＾，、＾臨桝u＾…》、幅～＾＾謹》％ゆ～“～へ～～・〉～＾、“〉・、・）艶～嘱魍～》い…％＾〃・一）恥・ドふうせん通信」県教委実施資料から’・＾バ“・ノ・～・ヘー・（｛”）

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

1　　危険につよい子を育てよう
》

1①痛いこと、危ないことを学習させる（安全教育）
｛　まわりから危険物をすべてとり除くことは不可能ですし過保
1護です．アィ・ンにさわつてアツィ！と体験させたり、刃物は

～切れるごとや痛いことを教えます。時には強く制止して、子ど

～もがその勢いに驚き、してはいけないことを覚えるようにする・

㌔ことも必要です。
～
｛②からだ全体を動かす力を身につけさせる（訓練）

家
庭

つてしまいます。

〔依存〕から〔自立〕へ向かうことは人間の成長の第一の原則なのです・

1ジ皐鋤鰐灘薦離欝鱈壽瀧轟数鰹享叢備あ毒燐鵠榊麗欝纏・劾臨
ミ韻蒜鍵蹴難灘欝鍔ゴ多鋸瓢隼聰龍磐1禦見譲星墾鷺あ警1難尊t温鑑雰灘畦淺鵬飛
1あつても、からだを動かすことは運動能加訓1練なのですから、見守りな1劾ます・　　　　　　　　　　　　l
lがらむしろ奨励した方がよいのです。　　　　　　　　　　　　　　　　～　また、子どもの欲しがるもので・与えてもいいと思われるものでも・親　》
1しかし、発育や機能の発達には、子どもによつて速い、おそい、鈍いな1が持つてきてやるより臆しろ浮をひいてそこへ連れていつてやり・自≧

1どの個人差や親ゆずりのものもありますから、子どもの発育の順序に従う　1分でとらせる方がいいのです。ひとに命令するのでなく・自分で足を運んl

lことが肝心です。無理をさせることはさけましよう。　　　　　　　　　1で手に入れる・ということを教えるためにです。　　　　　　　　　　　l

l③子どもを安全か噸調に成長させるために、どこの子誰の子と区別1ころんでも自分で立ち上がることを凌融もつてあたたかく励ましてl

lせず・みんなで手をのべ合つて育てようでをよありませんか・　　1やることにしましよう・　　　　　　　　、
1　　保育専門学院講師仁木コト　～　県立新潟女子短期大学教授岸井勇雄　1
、～’》一》％…v・＾碑町の家庭教育学級⑦は12月15日10時からですく幼児の心理について＞総合センターで1｝）触～㌦＾哩％’》8㌔《・｝v》％＾・碑｝～～’｝｝

　　　　自立する心を育てる　　　　1

　赤ちやんは、①自分で何もできない、②ひとにしてもらう・　1

③まわりのひとや物が自分の思い通りにならないと機嫌がわる1

い1という特徴をもっています。　　　　　　　　　　　　　1
　もしお子さんが、いつまでもこういう状態で大きくなったら　隻
大変です。無能でわがままな、自分でもやりきれない大人にな1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

1・2の3ちやん、幼児の家庭教育シり一ズ
ぐぬり　　ロのロロロロロロリリロロロロハロコけ　ロロ　ヨ　　　ロのじロ　ヨ　ロロロ　　のロ　ロロロロぬほロリロロロのロロぬロけロぬ　ロロロリロロロロほロハヨハロほロロロ　コぬロロロ　ロロロロハロリロけロ

　■放送時間／B　S　Nテレビ毎週日曜日午前9．30－9。45 ■再放送　毎週木曜日午前11．20～1L35

（3〉

放送岳
12月2日（日）

一
ア マ

友だちあそび
iこどもたちは遊びの姦かで知恵もつき、社会性も育ってくる。
　　　　　　内　　　　　　　　　　容

1友だちとの遊びの大切さと親のあり方を考えてみる。

12月9日（日）1それはダメ．ク

12月16日（日）

12月23日（日）1

12月30日（日）

1成長に伴う家庭内外の危険のようすや身を守るしつけを教える。

ボクたべたくない 簾芝賜縦継麟篇罐ゑ箏贈る・

融織あちゃん嚢叢霧灘鍵lll繋1

　
こ
の
広
報
紙
を
充
実
さ
せ
る
た
め
公

民
館
で
は
あ
な
た
の
寄
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
ど
し
く
投
稿
下
さ
い

　
こ
の
広
報
ま
つ
だ
い
は
毎
月
二
十
五

日
に
原
稿
を
締
切
り
翌
月
十
日
に
毎
月

発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
、
原
稿
の
内
容
は
ど
ん
な
こ
と
で
も

　
結
構
で
す
。

二
、
四
〇
〇
字
原
稿
用
紙
三
枚
程
度
に

　
お
願
い
し
ま
す
。

三
、
匿
名
で
登
載
す
る
場
合
は
、
そ
の

　
旨
ご
指
示
下
さ
い
。

四
、
原
稿
は
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　
広
報
ま
つ
だ
い
係
へ
。

五
、
採
用
の
も
の
に
は
薄
謝
を
差
上
げ

　
ま
す
。

あ
な
た
の
寄
稿
を

　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。



嵐ぎ
、

代
い

を
．
’
8

支
芸
屡

　
し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
9
月
2
1
日
・
於
　
紅
茶
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

一
雨
の
あ
り
　
鈴
虫
の
　
鳴
き
出
で
し

稲
を
刈
る
　
音
の
左
右
に
　
起
り
け
り

虫
す
だ
く
　
比
処
よ
り
左
右
に
道
岐
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

萩
散
っ
て
　
に
わ
か
に
秋
の
深
ま
り
し

山
鳩
を
　
聞
き
隠
し
田
の
　
稲
を
刈
る

満
月
の
　
稲
架
高
く
し
て
ま
だ
見
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

稲
乾
く
　
匂
こ
も
り
て
　
稲
架
懊

サ
ル
ビ
ア
の
　
緋
の
色
燃
ゆ
る

秋
雨
を

刈
上
げ
の

深
霧
の

　
　
　
　
　
　
ば
か
り
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

重
し
く
と
　
稲
負
女

　
も
ち
に
そ
え
た
る

　
　
　
　
　
　
き
の
こ
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

霧
降
り
村
と
い
う
　
部
落

俳
　
句

柳
　
　
静
　
水

提
灯
二
つ
夜
寒
の
峠
上
り
け
り

さ
』
波
の
打
ち
寄
せ
て
い
る
刈
田
か
な

萩
の
影
こ
ま
か
く
あ
り
ぬ
晴
れ
渡
る

こ
ぽ
れ
萩
背
に
し
て
鶏
の
濡
れ
て
来
る

さ
で
萩
の
ほ
う
け
て
雨
に
打
た
れ
居
り

ふ
と
触
れ
し
芋
の
葉
の
露
落
ち
続
く

露
し
め
り
靴
を
透
し
ぬ
畷
づ
た
い

こ
げ
色
に
乾
き
切
っ
て
る
草
紅
葉

温
泉
煙
り
の
立
ち
こ
め
て
居
り
夕
時
雨

そ
り
か
え
る
桑
の
落
葉
の
霜
白
し

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

▲
十
月
受
付
分
（
受
付
順
）

ご
け
つ
二
ん
濃

お
め
で
ζ
つ
働
衡

小
堺
　
　
晃
・
関
谷
　
夏
枝

若
月
　
篤
・
菅
井
き
み
え

離験　
　
　
　
父
多
一
郎

高
橋
博
文
　
　
　
　
　
二
男

　
　
　
　
母
富
　
子

　
　
　
　
父
恭
　
一

富
沢
一
子
　
　
　
　
　
長
女

　
　
　
　
母
ヒ
サ
子

　
　
　
　
父
良
　
　
一

菅
井
　
進
　
　
　
　
　
二
男

　
　
　
　
母
ッ
　
タ

　
　
　
　
父
栄
　
一

佐
藤
　
豊
　
　
　
　
　
二
男

　
　
　
　
母
敏
　
子

お
く
や
み

（
死
亡
）

高関富寺小小
橋谷沢崎堺山

ヨ
子

芳
一

ワ
カ

セ
ン

　
実

ム
メ

小
堺
時
次
郎

中
村
喜
与
作

小
堺
ふ
ち
い

（
蓬
平
）

（
松
代
）

ρ
莇
平
）

（
松
代
）

（
名
平
）

（
室
野
）

七
十
二
才
（
桐
山
）

五
十
四
才
（
儀
明
）

六
十
五
才
（
桐
山
）

七
十
一
才
（
小
荒
戸
）

四
十
二
才
（
松
代
）

　
八
○
才
（
筋
平
）

七
十
一
才
（
儀
明
）

六
十
五
才
（
清
水
）

八
十
五
才
（
室
野
）

住宅公庫資金の条件緩和について
口1■騒■鳳鳳騒■■1瞳働働O口醒踊雪■0一閣冒5巳鷹■冒■■■■8口磨億一〇■■臆■瞳61口閣■●■臨巳6ロー8儀巴竃疇1巴■■巳口9巳8■9膿8■冒量腫●ロロ曜■■8■■■■億■■■■8曝聖日■憩■口冨■9口1薗■曽巳■巳■■巳旨欄

　
住
宅
を
新
築
す
る
さ
い
に
必

要
な
事
業
費
を
住
宅
金
融
公
庫

で
は
長
期
、
低
利
で
融
資
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
一
般
個

人
住
宅
資
金
の
融
資
条
件
が
一

部
、
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
正
点
は
建
設
す
る
住
宅
の

床
面
積
の
限
度
引
上
げ
で
、
左

記
の
事
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
は
従
来
二
一
〇
例
（

三
六
坪
）
で
あ
っ
た
の
が
一
五

〇
鯉
（
四
五
坪
）
ま
で
建
設
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
　
六
〇
才
以
上
の
老
人
と
そ

　
の
親
族
が
同
居
す
る
場
合
。

◎
　
六
人
以
上
の
家
族
が
同
居

　
す
る
場
合
。

な
お
、
こ
の
取
扱
い
は
昭
和
四

八
年
一
一
月
一
日
か
ら
と
な
る

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
一
般
個
人
住
宅
資
金
の
貸
付

金
利
は
現
在
五
・
二
％
（
五
分
二
厘
）

で
す
が
こ
れ
の
引
上
げ
も
検
討
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
借
人
希
望
者
は
早
急
に

『
手
続
を
進
め
て
下
さ
い
。

　
住
宅
の
増
改
築
に
必
要
な
資
金
は
改

良
資
金
で
融
資
し
て
い
ま
し
た
が
九
月

末
の
申
込
受
理
状
況
か
ら
昭
和
四
八
年

一
〇
月
二
〇
日
で
締
切
ら
れ
ま
し
た
。

　
（
借
入
申
込
の
手
続
と
住
宅
資
金
の
相

　
談
は
農
協
へ
ど
う
ぞ
）

（4）

11

月
か
ら
来
年
3
月
ま
で

　
総
合
セ
ン
タ
ー
開
館
時
間
が

　
変
り
ま
し
た

　
冬
季
を
迎
え
総
合
セ
ン
タ
ー
の
開
館

時
間
が
変
り
ま
し
た
。

■
　
昼
間

　
月
曜
日
～
土
曜
日
・
毎
日
午
前
9

時
3
0
分
か
ら
午
後
4
時
ま
で
。

■
　
夜
間

　
火
曜
日
・
木
曜
日
・
土
曜
日
が
開
館

日
で
す
。
時
間
は
午
後
7
時
か
ら
9
時

ま
で
。

△
都
合
で
使
用
時
間
が
開
館
前
・
閉
館

　
後
に
及
ぶ
と
き
は
申
請
の
と
き
申
出

　
て
下
さ
い
。

■
定
期
行
事

　
次
の
と
お
リ
グ
ル
ー
プ
・
文
化
団
体

の
活
動
を
行
な
い
ま
す
。
あ
な
た
の
入

会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
入
会
希
望

の
方
は
、
そ
の
日
に
出
席
し
責
任
者
に

申
出
て
入
会
し
て
下
さ
い
。

（
○
印
は
午
後
2
時
～
3
時
3
0
分
・
◎

印
は
午
後
7
時
～
9
時
）

火
曜
日

　
◎
民
謡
（
踊
）
会
　
　
（
第
－
・
第
3
）

　
◎
詩
吟
・
謡
曲
同
好
会

　
　
　
　
　
　
　
（
第
－
～
第
4
）

　
◎
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
（
第
2
・
第
4
）

木
曜
日

　
◎
お
茶
の
会
　
（
第
1
～
第
4
）

　
◎
ド
レ
、
・
・
グ
ル
ー
ブ
（
第
2
・
第
4
）

　
◎
柔
道
教
室
　
　
（
第
1
～
第
4
）

　
◎
生
花
会
　
　
（
第
4
）

土
曜
日

　
○
書
道
教
室
π
小
学
校
の
部

　
◎
　
〃
　
　
μ
中
・
高
校
、
一
般
の

　
　
部
　
　
　
（
第
1
～
第
5
）

　
◎
つ
く
し
会
π
民
謡
お
ど
り

　
　
　
　
　
　
（
第
－
・
第
3
）

　
◎
民
謡
（
踊
）
同
好
会
（
第
2
・
第
4
）

　
○
卓
球
教
室
　
（
第
1
～
第
5
）

■
　
休
館
日

　
日
曜
・
祝
祭
日
．
年
末
年
始
は
休
館

い
た
し
ま
す
。

　
　
問
答
欄
に
つ
い
て

　
み
な
さ
ん
の
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い

て
、
こ
の
欄
を
と
お
し
て
で
き
る
か
ぎ

り
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
し
く
お
問
合
せ
下
さ
い
。


